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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリン/スレオニンホスファターゼの調節サブユニットであるタンパク質ホスファターゼ2をコードしています。このタンパク質は、細胞周期の段階に応じて核領域と細胞質領域の両方に局在します。この遺伝子のホモ接合性条件付きノックアウトマウスでは、免疫系B細胞の数が減少し、増殖が阻害されます。このタンパク質は、ホスファターゼ活性を介してP糖タンパク質ATP結合カセットトランスポーターの発現を調節している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2015年2月],発生段階：胎児脳で発現します。,機能：ホスファターゼリクルートメントを介してMCM3APのリン酸化を調節する可能性があります。B細胞の活性化誘導性細胞死に役割を果たす可能性があります。,類似性：2つのEFハンドドメインを含みます。,細胞内局在：核小体から除外されます。局在は細胞周期に依存します。細胞質分裂期には細胞質に局在する。,サブユニット：MCM3AP/GANPと相互作用する（相同性による）。PPP5C、およびPPP2CA触媒サブユニットと定常調節サブユニットPPP2R1Aからなるホスファターゼ2Aコア酵素と相互作用する。,組織特異性：脳をはじめとする組織に普遍的に発現する。,
	研究分野
	神経科学; 神経伝達; カルシウムシグナル伝達; カルシウム結合タンパク質
	画像データ
	

	PPP2R3C抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはPPP2R3Cペプチドでブロッキングされている。
	

	PPP2R3C 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	PPP2R3Cポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

